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セグメントルーティングについて
セグメントルーティングとは、送信元ルーティングと同様に、パケットが辿るパスをパケット自

体にエンコードする手法のことです。ノードは制御された一連の命令（セグメントと呼ばれま

す）によってパケットをステアリングするために、パケットの前にセグメントルーティングヘッ

ダーを付加します。各セグメントを識別するセグメント ID（SID）は、フラットな32ビットの符
号なし整数からなります。

セグメントのサブクラスであるBorderGatewayProtocol（BGP）が、BGP転送命令を識別します。
プレフィックスセグメントは使用可能なすべての等コストマルチパス（ECMP）パスを使用し
て、宛先への最短パスに沿ってパケットをステアリングします。

セグメントルーティングのアーキテクチャは、MPLSデータプレーンに直接適用されます。

BGP プレフィックス SID
セグメントルーティングをサポートするためには、BGPが BGPプレフィックスのセグメント ID
（SID）をアドバタイズできなければなりません。 BGPプレフィックス SIDは、セグメントルー
ティング BGPドメイン内で常にグローバルな IDであり、この SIDによって、BGPによって計算
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されたECMP対応のベストパスでパケットを関連プレフィックスに転送するための命令が特定さ
れます。 BGPプレフィックス SIDは、BGPプレフィックスセグメントを識別します。

セグメントルーティンググローバルブロック

セグメントルーティンググローバルブロック（SRGB）とは、MPLSセグメントルーティングに
予約されたローカルラベルの範囲のことです。デフォルトのラベル範囲は 16000～ 23999です。

SRGBは、セグメントルーティングノードのローカルプロパティです。各ノードにはそれぞれ
に異なる SRGB値を設定できるため、BGPプレフィックスセグメントに関連付けられた絶対 SID
値はノードごとに異なる場合があります。

SRGBは、動的なラベル範囲の正しいサブセットである必要があり、オプションのMPLSスタ
ティックラベル範囲と重複することがあってはなりません。設定済みまたはデフォルトの SRGB
範囲内にある動的ラベルがすでに割り当てられている場合、その設定は承認されて、SRGB範囲
内にある既存の動的ラベルは元のクライアントに割り当てられたままになります。BGPルータが
これらのラベルのいずれかを割り当てようとすると、SRGBマッピングが失敗し、BGPルータは
動的ラベル割り当てに復帰します。 SRGB範囲を変更すると、新しい範囲の割り当てが可能であ
るかどうかに関わらず、クライアントはその範囲内のラベルの割り当てを解除します。

セグメントルーティングのハイアベイラビリティ

インサービスソフトウェアアップグレード（ISSU）は、BGPグレートフルリスタートによって
最小限サポートされます。すべての状態（セグメントルーティング状態を含む）は、BGPルート
のピアから再学習する必要があります。グレースフルリスタートの処理中、前に学習されたルー

トとラベルの状態は保持されます。

BGP プレフィックス SID の導入例
以下の単純な例では、3台のルータのすべてが iBGPを実行して、互いにネットワーク層到達可能
性情報（NRLI）をアドバタイズします。また、ルータはそれぞれのループバックインターフェ
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イスをネクストホップとしてアドバタイズすることによって、ルータ 2.2.2.2とルータ 3.3.3.3間
に ECMPが提供されます。

図 1：BGP プレフィックス SID の単純な例

セグメントルーティングのライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。
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ライセンス要件製品

セグメントルーティングにライセンスは不要です。ライセンスパッケージに含ま

れていない機能は nx-osイメージにバンドルされており、無料で提供されます。

BorderGatewayProtocol（BGP;ボーダーゲートウェイプロトコル）には、エンター
プライズサービスライセンスが必要です。 Cisco NX-OSライセンス方式の詳細
と、ライセンスの取得および適用の方法については、『CiscoNX-OSLicensingGuide』
を参照してください。

Cisco
NX-OS

セグメントルーティングの注意事項および制約事項
セグメントルーティングに関する注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•スタティックMPLS、MPLSセグメントルーティング、およびMPLS除去を同時にイネーブ
ルにすることはできません。

セグメントルーティングの設定

MPLS セグメントルーティングのイネーブル化
相互に排他的なMPLS機能（たとえば、スタティックMPLSなど）がイネーブルにされていない
限り、MPLSセグメントルーティングをイネーブルにできます。

はじめる前に

MPLS機能セットをインストールしてイネーブルにするには、install feature-set mplsおよび
feature-set mplsコマンドを使用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature mpls segment-routing
3. （任意） show running-config | inc 'feature mpls segment-routing'
4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

MPLSセグメントルーティング機能をイネーブルに
します。このコマンドの no形式を使用すると、

[no] feature mpls segment-routing

例：
switch(config)# feature mpls segment-routing

ステップ 2   

MPLSセグメントルーティング機能がディセーブル
になります。

（任意）

MPLSセグメントルーティング機能の状態を表示し
ます。

show running-config | inc 'feature mpls
segment-routing'

例：
switch(config)# show running-config | inc
'feature mpls segment-routing'

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

インターフェイス上の MPLS のイネーブル化
セグメントルーティングに使用するインターフェイスに対してMPLSをイネーブルにできます。

はじめる前に

MPLS機能セットをインストールしてイネーブルにするには、install feature-set mplsおよび
feature-set mplsコマンドを使用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interfacetype slot/port
3. [no] mpls ip forwarding
4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

指定したインターフェイスのインターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interfacetype slot/port

例：
switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)#

ステップ 2   

指定のインターフェイスでMPLSをイネーブルにしま
す。このコマンドのno形式を使用すると、指定のイン
ターフェイスでMPLSがディセーブルになります。

[no] mpls ip forwarding

例：
switch(config-if)# mpls ip forwarding

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

MPLS ラベル割り当ての設定
IPv4ユニキャストアドレスファミリのMPLSラベル割り当てを設定できます。

はじめる前に

MPLS機能セットをインストールしてイネーブルにするには、install feature-set mplsおよび
feature-set mplsコマンドを使用します。

MPLSセグメントルーティング機能をイネーブルにする必要があります。MPLSセグメントルー
ティングのイネーブル化, （4ページ）を参照してください。
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手順の概要

1. configure terminal
2. [no] router bgpautonomous-system-number
3. address-family ipv4 unicast
4. [no] allocate-label {all | route-maproute-map-name}
5. exit
6. neighboripv4-addressremote-asautonomous-system-number
7. address-family ipv4 labeled-unicast
8. （任意） show bgp ipv4 labeled-unicastprefix
9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

BGPをイネーブルにして、ローカルBGPスピー
カに AS番号を割り当てます。 AS番号は 16

[no] router bgpautonomous-system-number

例：
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

ステップ 2   

ビット整数または 32ビット整数にできます。
上位 16ビット 10進数と下位 16ビット 10進数
による xx.xxという形式です。

BGPプロセスおよび関連する設定を削除するに
は、このコマンドで noオプションを使用しま
す。

IPv4アドレスファミリに対応するグローバル
アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

ステップ 3   

指定したルートマップに一致するルートまたは

このアドレスファミリでアドバタイズされるす

[no] allocate-label {all | route-maproute-map-name}

例：
switch(config-router-af)# allocate-label route-map
map1

ステップ 4   

べてのルートのローカルラベル割り当てを設定

します。

グローバルアドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit

例：
switch(config-router-af)# exit
switch(config-router)#

ステップ 5   

Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ラベルスイッチングコンフィギュレーションガイドリリース 7.x    
7

セグメントルーティングの設定

MPLS ラベル割り当ての設定



目的コマンドまたはアクション

リモート BGPピアの IPv4アドレスおよび AS
番号を設定します。

neighboripv4-addressremote-asautonomous-system-number

例：
switch(config-router)# neighbor 10.1.1.1 remote-as
64497
switch(config-router-neighbor)#

ステップ 6   

RFC 3107で指定されているラベル付き IPv4ユ
ニキャストルートをアドバタイズします。

address-family ipv4 labeled-unicast

例：
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4
labeled-unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ステップ 7   

（任意）

アドバタイズされたラベルインデックスと、指

定した IPv4プレフィックスに選択されている
ローカルラベルを表示します。

show bgp ipv4 labeled-unicastprefix

例：
switch(config-router-neighbor-af)# show bgp ipv4
labeled-unicast 10.10.10.10/32

ステップ 8   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-router-neighbor-af)# copy
running-config startup-config

ステップ 9   

セグメントルーティンググローバルブロックの設定

セグメントルーティンググローバルブロック（SRGB）には、開始MPLSラベルと終了MPLSラ
ベルを設定できます。

はじめる前に

MPLS機能セットをインストールしてイネーブルにするには、install feature-set mplsおよび
feature-set mplsコマンドを使用します。

MPLSセグメントルーティング機能をイネーブルにする必要があります。MPLSセグメントルー
ティングのイネーブル化, （4ページ）を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] segment-routing mpls
3. [no] global-blockbeginning-labelending-label
4. （任意） show mpls label range
5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

セグメントルーティングコンフィギュレーションモードを開

始し、デフォルトの 16000 ~ 23999の SRGBをイネーブルにし
[no] segment-routing mpls

例：
switch(config)# segment-routing mpls
switch(config-segment-routing-mpls)#

ステップ 2   

ます。このコマンドの no形式は、このラベルブロックの割り
当てを解除します。

設定された動的な範囲でデフォルトのSRGBを保持できない場
合、エラーメッセージが表示され、デフォルトのSRGBは割り
当てられません。必要に応じて、次の手順で別のSRGBを設定
できます。

SRGBのMPLSラベル範囲を指定します。 segment-routingmpls
コマンドで設定されたデフォルトのSRGBラベル範囲を変更す
る場合は、このコマンドを使用します。

[no]
global-blockbeginning-labelending-label

例：
switch(config-segment-routing-mpls)#
global-block 10000 25000

ステップ 3   

開始MPLSラベルと終了MPLSラベルに許可される値は、動的
ラベル範囲の最小値と最大値として（mpls label rangeコマンド
を使用して）設定した値の範囲に制限されます。開始ラベル

は、終了ラベル以下の値でなければなりません。

（任意）

設定されている SRGBのラベル範囲を表示します。
show mpls label range

例：
switch(config-segment-routing-mpls)#
show mpls label range

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュ

レーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-segment-routing-mpls)#
copy running-config startup-config

ステップ 5   

ラベルインデックスの設定

networkコマンドと一致するルートのラベルインデックスを設定できます。これにより、ローカ
ルラベルを指定する networkコマンドにルートマップが指定されている場合、set label-indexコ
マンドを含むルートマップで設定されたローカルプレフィックスに対して BGPプレフィックス
SIDがアドバタイズされるようになります。（networkコマンドの詳細については、『CiscoNexus
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9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』の「Configuring Basic BGP」の章を参照し
てください）。

ルートマップが networkコマンド以外のコンテキストで指定されている場合、ルートマップ
のラベルインデックスは無視されます。また、プレフィックスが allocate-label
route-maproute-map-nameコマンドで設定されているかどうかに関わらず、ラベルはルートマッ
プのラベルインデックスを持つプレフィックスに対して割り当てられます。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. route-mapmap-name
3. [no] set label-indexindex
4. exit
5. router bgpautonomous-system-number
6. address-family ipv4 unicast
7. networkip-prefix [route-mapmap-name]
8. （任意） show route-map [map-name]
9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

ルートマップを作成するか、または既存のルートマッ

プに対応するルートマップコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

route-mapmap-name

例：
switch(config)# route-map SRmap
switch(config-route-map)#

ステップ 2   

networkコマンドと一致するルートのラベルインデック
スを設定します。範囲は 0～ 471788です。デフォルト
では、ルートにラベルインデックスは追加されません。

[no] set label-indexindex

例：
switch(config-route-map)# set label-index
10

ステップ 3   

ルートマップコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：
switch(config-route-map)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

   Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ラベルスイッチングコンフィギュレーションガイドリリース 7.x
10

セグメントルーティングの設定

ラベルインデックスの設定

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/unicast/configuration/guide/l3_cli_nxos.html


目的コマンドまたはアクション

BGPをイネーブルにして、ローカルBGPスピーカにAS
番号を割り当てます。 AS番号は 16ビット整数または

router bgpautonomous-system-number

例：
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

ステップ 5   

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と下位
16ビット 10進数による xx.xxという形式です。

IPv4アドレスファミリに対応するグローバルアドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：
switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

ステップ 6   

ネットワークを、この自律システムに対してローカルに

設定し、BGPルーティングテーブルに追加します。
networkip-prefix [route-mapmap-name]

例：
switch(config-router-af)# network
10.10.10.10/32 route-map SRmap

ステップ 7   

（任意）

ラベルインデックスを含め、ルートマップに関する情

報を表示します。

show route-map [map-name]

例：
switch(config-router-af)# show route-map

ステップ 8   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-router-af)# copy
running-config startup-config

ステップ 9   

セグメントルーティングの設定の確認
セグメントルーティングの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

アドバタイズされたラベルインデックスと、指

定された IPv4プレフィックスに選択されてい
るローカルラベルを表示します。

show bgp ipv4 labeled-unicastprefix

アドバタイズされたラベルインデックスを含

め、BGPパス情報を表示します。
show bgp paths

設定されているSRGBのラベル範囲を表示しま
す。

show mpls label range
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目的コマンド

ラベルインデックスを含め、ルートマップに

関する情報を表示します。

show route-map [map-name]

MPLSセグメントルーティング機能の状態を表
示します。

show running-config | inc 'feature mpls
segment-routing'

以下に、プレフィクスを指定した show bgp ipv4 labeled-unicastコマンドを使用して、アドバタイ
ズされたラベルインデックスと選択されているローカルラベルを表示する例を示します。

switch# show bgp ipv4 labeled-unicast 19.19.19.19/32
BGP routing table information for VRF default, address family IPv4 Label Unicast
BGP routing table entry for 19.19.19.19/32, version 2
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x20c0012) on xmit-list, is in urib, is backup urib route, has label
label af: version 2, (0x100002) on xmit-list
local label: 16010

Advertised path-id 1, Label AF advertised path-id 1
Path type: external, path is valid, is best path
AS-Path: 19 , path sourced external to AS

60.1.1.19 (metric 0) from 60.1.1.19 (100.100.100.100)
Origin IGP, MED not set, localpref 100, weight 0
Received label 3
Prefix-SID Attribute: Length: 10
Label Index TLV: Length 7, Flags 0x0 Label Index 10

Path-id 1 not advertised to any peer

Label AF advertisement
Path-id 1 not advertised to any peer

セグメントルーティングの設定例
この項の例では、2台のルータ間で共通の BGPプレフィックス SIDの設定を示します。

以下に、BGPスピーカ設定 10.10.10.10/32および 20.20.20.20/32を、それぞれラベルインデックス
10、20でアドバタイズする例を示します。この例では、デフォルトのセグメントルーティング
グローバルブロック（SRGB）である 16000から 23999の範囲を使用します。
hostname s1
install feature-set mpls
feature-set mpls

feature telnet
feature bash-shell
feature scp-server
feature bgp
feature mpls segment-routing

segment-routing mpls
vlan 1

route-map label-index-10 permit 10
set label-index 10

route-map label-index-20 permit 10
set label-index 20
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vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 10.30.108.1

interface Ethernet1/1
no switchport
ip address 10.1.1.1/24
no shutdown

interface mgmt0
ip address dhcp
vrf member management

interface loopback1
ip address 10.10.10.10/32

interface loopback2
ip address 20.20.20.20/32

line console
line vty

router bgp 1
address-family ipv4 unicast
network 10.10.10.10/32 route-map label-index-10
network 20.20.20.20/32 route-map label-index-20
allocate-label all

neighbor 10.1.1.2 remote-as 2
address-family ipv4 labeled-unicast

以下に、BGPスピーカから設定を受信する例を示します。
hostname s2
install feature-set mpls
feature-set mpls

feature telnet
feature bash-shell
feature scp-server
feature bgp
feature mpls segment-routing

segment-routing mpls
vlan 1

vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 10.30.97.1
ip route 0.0.0.0/0 10.30.108.1

interface Ethernet1/1
no switchport
ip address 10.1.1.2/24
ipv6 address 10:1:1::2/64
no shutdown

interface mgmt0
ip address dhcp
vrf member management

interface loopback1
ip address 2.2.2.2/32

line console

line vty

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
allocate-label all

neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
address-family ipv4 labeled-unicast
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以下に、BGPスピーカからの設定を表示する例を示します。この例では showコマンドによって、
16000から 23999の SRGB範囲内にあるラベル 16010にマップするラベルインデックス 10のプレ
フィックス 10.10.10.10が表示されます。
switch# show bgp ipv4 labeled-unicast 10.10.10.10/32

BGP routing table information for VRF default, address family IPv4 Label Unicast
BGP routing table entry for 10.10.10.10/32, version 7
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x20c001a) on xmit-list, is in urib, is best urib route, is in HW, , has label
label af: version 8, (0x100002) on xmit-list
local label: 16010

Advertised path-id 1, Label AF advertised path-id 1
Path type: external, path is valid, is best path, no labeled nexthop, in rib
AS-Path: 1 , path sourced external to AS
10.1.1.1 (metric 0) from 10.1.1.1 (10.10.10.10)
Origin IGP, MED not set, localpref 100, weight 0
Received label 0
Prefix-SID Attribute: Length: 10
Label Index TLV: Length 7, Flags 0x0 Label Index 10

Path-id 1 not advertised to any peer
Label AF advertisement
Path-id 1 not advertised to any peer

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series Unicast Routing
Configuration Guide』

BGP
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その他の参考資料

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/unicast/configuration/guide/l3_cli_nxos.html
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